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中国語学習の 

コツがあるとすれば 

八戸サテライトスペース客員教員 

山 本    忠 

 

中国語は、私の勤務先では選択科目なので、その年に何人受講するかは第一回目の授業で教室

に入るまでわからない（毎年ドキドキものである）。幸いなことに、今年も我が教室に例年同様新し

い学生がやってきてホッとしたところだ。こうして実質２か月余りが過ぎ、順調にシラバス通り週１回の

授業が進んできたのだが、どうしてもある種やるせない気分に陥ってしまう。 

振り返って５０年前、中国文学専攻の私は、大学１年生の時はいわゆる教養語学の中国語が

週に３回、その他専門科目としての文法やら会話の授業があって、毎日のように中国語関係の授業

があった。これだけでも相当の時間数になるが、さらにきつかったのは「先輩による指導」であった。 

私の母校では毎朝１時間目の授業が始まる３０分位前からあらかじめ定められた教室で、２年

生以上の上級生が１年生を相手に一対一で発音指導する習慣があった。戦前からのことで、今も

続いていれば一世紀以上の伝統になる。「本を声に出して読む」という意味の中国語で朝の「念书

（ニエンシュー）」と言った。 

はじめは四声と呼ばれる４種類のアクセントの言い方、日本語の５０音図に相当する北京語音節

表（５０音どころか４００以上ある）の一つ一つの発音から始まって、教科書の例文や本文を何

度も、何度も、何度も、何度も、上級生が「良し」と言うまで繰り返し、繰り返し先輩の後について発

音させられた。 

教科書の文章はほとんど暗記してしまうくらい練習したので、授業は楽だった。教科書の中の文法解

説の時間もあったはずだが、あまりよく理解できなかったのだろう、勉強した確かな記憶がない。それで

もまあまあ正しい作文ができたのは、丸暗記のおかげに違いない。授業後はまた熱心な上級生から某

政治家の短い論文、語録を暗記（夕方の「念书」）させられた。文法の説明はなかった。政治には

興味がなかったので、内容については良いとも悪いとも思わず、ただひたすら暗記した。外国人力士が

流暢な日本語を話せるのは稽古場で相撲の練習と同時に日本語を何度も聞かされているからでは

ないだろうかと思う。 

ところで冒頭のやるせなさは、自分の受け持ちクラスの受講生の練習機会の少なさによる。授業コマ

数も少ないし、課外の練習機会のお誘いもない。 

私が学生だった頃は、中国語の音源はカセットテープ位しかなく、生の中国語に飢えていた。「訪船」

と言って、港に入った中国の貨物船の船員相手に腕試しするのが楽しみだった。今はネットで教科書

の模範朗読から中国人の手になる youtube でネイティブの音も画像も見たい放題である。これを活

用しない手はない。 
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客員教員 一條 健司 
（弘前大学大学院理工学研究科 准教授） 

数年前、当センター客員教員に就任させていただくにあたり、専門分野を問われ情報工学と答えまし

たが、実際のところ情報工学とは非常に広範囲な専門分野であり、私はそこに含まれる全ての対象を研

究してはおりません。具体的な対象のひとつとして、コンピュータの機械装置部分に着目し研究を行なっ

ています。 

 コンピュータは他の機械とは異なり、汎用性という特徴をもちます。これにより、社会のさまざまな対象を

表現したディジタル情報について、目的に応じてさまざまに情報処理を行なうようコンピュータが利用され

ています。例えば、天気予報に用いる大型コンピュータから炊飯器に搭載される小型コンピュータまで、さ

まざまなものが利用されています。 

 コンピュータの中心に CPU（Central Processing Unit、中央処理装置）があります。さまざまな情

報処理を実現するための基本となる命令を用意し、それを実行できるように作られています。また CPU

に加えて、CPU の処理負担を軽減しつつ処理そのものを高速化するために、アクセラレータと呼ばれる装

置を備えることがあります。これら CPU 及びアクセラレータは、コンピュータにおける情報処理の根幹であ

る計算を担う計算装置です。各メーカーから、さまざまな計算装置が製造販売されています。 

 コンピュータをある用途に応じて作る際、さまざまな計算装置の中から、その用途に適したものを選択し

て用います。例えば、天気予報用途のコンピュータには、それに適した高性能で高コストな計算装置を、

炊飯器用途のコンピュータには、それに適した低性能ながら低コストの計算装置を用います。天気予報

用途のコンピュータに低性能で低コストな計算装置を用いた場合、十分な天気予報はできません。逆

に、炊飯器用途のコンピュータに高性能で高コストな計算装置を用いた場合、サイズが大きく高価で性

能不釣り合いな炊飯器となってしまいます。 

 さて、コンピュータが社会の至るところに浸透しつづける将来、当初は適した計算装置であったものが、

性能不足になったり、逆に性能過剰になったりすることが各用途で多発し、計算装置の適切性を柔軟

に変更する必要が生じると考えられます。そこで私は、適切性を変更しやすい柔軟な計算装置の実現

に関する研究を行なっています。次回はその研究において大変重宝する再構成可能デバイスというもの

についてお話しします。 

“Professional Report”は、青森学習センターと八戸サテライトスペースの客員教員が、

専門分野について２回ずつ連載していくコーナーです。 



４ 

 
演題 講師 日時 会場/定員 

今日から役立つ！ 食と健康の話 
前多 隼人 氏 
弘前大学農学生命科学部 
准教授 

７月３日（水） 
13:30～15:00 

黒石公民館 
多目的ホール 
［50名］ 

白神学－白神の動物と植物 

中村 剛之 氏 
弘前大学農学生命科学部 
附属白神自然環境研究セ
ンター センター長･教授 

８月２０日（火） 
①10:30～12:00 
②13:30～15:00 

アウガ５階 

ＡＶ多機能ホール

［300名］ 

恐山への旅 

～近世における「名所」恐山の成立と広がり～ 

瀧本 壽史 氏 
弘前大学教育推進機構 
キャリアセンター特任教授 

９月７日（土） 
13:30～15:00 

下北文化会館 

大集会室 

［50名］ 

青森県の伝統工芸品 

－全国の工芸品と比較して－ 

石川 善朗 
放送大学青森学習センター 
所長 

１０月２６日（土） 
13:30～15:00 

ユートリー４階 

研修室 

［30名］ 

１１月２日（土） 
13:30～15:00 

青森学習センター 

講義室 

［30名］ 

音楽の力で心も身体もリフレッシュ！ 
～効果的な音楽利用法～ 

佐々木 純子 氏 
青森県音楽療法研究会 
理事長 

１２月１日（日） 
13:30～15:00 

つがる市立図書館 

セミナー･学習室 

［20名］ 
 

新任職員の挨拶 

            
～『縁』３５年ぶりの放送大学～ 

  
青森学習センター事務長   

小田桐 努 
 
４月から放送大学青森学習センターの事務長に着任し

ました小田桐と申します。どうぞよろしくお願いします。 

放送大学が設立されたのが昭和 58（1983）年４月

です。私も同時期に弘前大学へ事務職員として採用され

ました。附属病院医事課へ配属され、６年間勤務した

後、平成元（1989）年４月から３年間、千葉市幕張

の放送大学学園本部へ出向しました。（※妻とはここで

知り合いました。いわゆる「職場結婚」です。（笑）） 

ということで、今回は２度目の放送大学勤務となります。

２度目の勤務といっても、35年ぶりですので、当時の放送

大学とは組織も制度も大きく変わっており、隔世の感があり

ます。 

縁あって再び放送大学の職員となりましたので、青森学

習センター及び八戸サテライトスペースの事務長として、学

生の皆さんが快適に学習できるよう、環境整備に励んでい

きたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

※ 公開講演会の申込受付開始日は、決定次第、学習センターウェブサイトおよびセンター内掲示によりお知らせします。 

            
～広報活動に励みます～ 

  
青森学習センター総務主任   

浅利 成就 
 
昨年度までは、高校の教員をしていました。４月から、ご

縁があり青森学習センターにお世話になっております。 

35 年間の教員生活が身体に染みついており、習慣で朝

は５時台に目が覚めてしまいます。ウオーキングをしたり、ち

ょっと車で出かけたり、近隣を散策しながら、美しい景色

や、植物や虫などを見ながら、心に留まったものを写真に収

め、その後に青森学習センターに向かっています。 

業務は、主に広報を担当するので、学生の皆さんとは直

接お会いする機会は少ないと思いますが、ウエブサイトや X

（旧ツイッター）も担当しておりますので、学生の皆さん

へ、さまざまな情報提供を、早く、かつ正確にお伝えしてい

きたいと思っておりますので、随時ご覧ください。 

BS 放送やネットで学べる放送大学、現在の学びに適し

ている教育方法のひとつだと思っています。この放送大学を

もっと知ってもらえるように、広報活動に励みたいと思います。 
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4 月 20 日、八戸サテライトスペースにて同窓会・ミステ

リーサークル主催の「教えて先輩！」が開催されました。学

習方法や大学生活に対 

4 月 13 日、青森学習センターにて学友会主催の

「考えてみよう『学習方法』」が開催されました。 

学生行事開催報告 

学友会「学習相談会」 

日頃の勉強の仕方

や、科目の選び方等を

聞いて、参加者は大い

に満足されたようです。 

同窓会・ミステリーサークル「教えて先輩！」 

する相談を受け､具体

的なサポートやアドバイ

スを行い､盛況のうちに

終了したようです。 

学友会「観桜会」 

４月29日、学友会恒例行事の観桜会が開催されました。（今年の桜は少々早咲きで

したが・・）学友会では、春は観桜会♪秋はそば打ち会♪そして「考えてみよう『学習方

法』」では新学期（4 月・10 月）に貴重な情報を教えてくださるそうです。ほかにも様々な

行事が開催されます。入会は事務室窓口で随時受付しております。お気軽にお問い合わ

せください。 

２０２４年度第 1 学期在籍者の概要 

在籍者の概要は、青森学習センターウェ

ブサイトでご覧いただけます。また、青森

学習センター図書室には、冊子版の「在

籍者の概要」を配架しております。 

青森 八戸 青森＋八戸

325 233 558
35 29 64
17 6 23
1 1 2
378 269 647
3 0 3
7 5 12
0 0 0
1 0 1
11 5 16
389 274 663

学生種別

選科履修生教
養

学
部

全科履修生

小　計

特別聴講学生

合　　　計

大
学

院

修士全科生

修士科目生

小　計

修士選科生

科目履修生

特別聴講学生

地域別在籍者数 学生種類別在籍者数 
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実施について  試験期間 

 
Web 受験方式で実施します。  

Ｗｅｂ受験 

○記述・併用式科目 

7月 14日（日）9:00～ 7月 18日（木）24:00 

○択一式科目 

7月 14日（日）9:00～ 7月 22日（月）17:00 

▶ インターネットを通じて、試験期間

中、いつでも自宅等から受験する

ことができます。 

   郵送受験 7月 14日（日）～ 7月 18日（木）《必着》 

     

  

１科目 50分の制限時間があります。（郵送受験科目除く） 

▶ 受験開始ボタンを押すとカウントダウンが始まり、一度カウントダウンが始まった後は、受験画面を離れてもカウントダウンは進

行します。（一時停止不可、１科目１回のみ受験可能） 

▶ 提出ボタンを押さずに制限時間が経過した場合、制限時間経過時点の解答が自動提出されます。 

「択一式」はクリック、「記述式」は文字入力により解答します。（郵送受験科目除く） 

▶ 科目ごとに「択一式」「記述式」「（択一式と記述式の）併用式」のいずれかの形式で出題されます。 

▶ 各科目の出題形式は「授業科目案内」に掲載しています。 

Web 単位認定試験体験版を公開しています。 

▶ 体験版で、ログインから解答提出までの操作の流れを体験できます。 

Web 受験が困難な方は、申請すれば、学習センター等で受験することができます。 

▶ ご自宅等にインターネット環境がない、またはパソコンの操作が困難等のご事情があり、Web 受験が困難な方は、所定の期

間内に申請を行うことで、学習センター等で受験することができます。 

 

センター受験  

 

試験日 
▶大学院…7月 16日（火）・17日（水） 

▶学部…7月 16日（火）～21日（日） 
試験会場 

▶青森 SC：視聴学習室 

▶八戸 SS：視聴学習室 

※座席は指定です。試験会場入口の掲示物

を必ず確認してください。 
  

学習センター等での受験は事前申請済みの方が対象です。 

▶ 「授業科目案内」およびシステム WAKABA に記載、またはセンターと日程調整を行った試験日・時限に来所し、学習センタ

ー等のパソコンをご自身で操作して、Ｗｅｂ受験を行います。 

▶ 試験を開始する前までは職員がパソコン操作をサポートできますが、試験開始後は、ご自身でパソコン操作をしていただきま

す。職員はサポートできませんのでご了承ください。「択一式」問題は選択肢をクリック、「記述式」問題は解答用紙への記入

により解答、「併用式」問題は、択一式は選択肢をクリックし、記述式は解答用紙への記入により解答します。 

受験の際に必要なもの 

▶システム WAKABA のログイン ID・パスワード（事前に入力確認） ▶単位認定試験通知（受験票） 

▶学生証 ※学生証の受け取りがまだの方、または有効期限切れの方は、試験前までに必ず所属の学習センター・サテライトスペ

ース窓口にて受け取りを済ませてください。  

▶持込み許可物品（受験票とともに送付される資料を確認してください。） ▶筆記用具 
 

２０２4年度第 1学期 単位認定試験のご案内 

インターネットを通じて、試験期間

中、いつでも自宅等から受験する

ことができます。 

▶ 「行政学講説（‘24）」、「正多面 

体と素数（'21）」、「日本美術 

史の近代とその外部（'18）」、「量子化学（'19）」のみ、郵送受験方式（自宅等で答案を作成し、郵便で提出する方 

法）で実施します。 

試験期間中も青森学習センターの開所時間は 9:30～18:00となりますので、 

試験時間割が時間外となる方は、試験時間を変更させていただきます。 
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1 
放送大学 

Webサイト 

 

２ 
在学生 

（WAKABA） 

 

3 

システム 

WAKABA 

（教務情報 

システム） 

 

4 

ログイン 

（ID・パスワード 

入力） 

 

    

 

5 
システム 

WAKABA 

 

6 
学内リンク 
（Web 

単位認定試験） 

 

7 
Web 

単位認定試験 

   

 

ログイン方法 
 
「Ｗｅｂ単位認定試験システム」へアクセスするために、システムWAKABAにログインする必要があります。 

▶ 単位認定試験期間前までに、システムWAKABA にログインできるかどうか確認をしてください。 

▶ ログインについては入学許可書に記載しています。ログインできない場合、学習センター・サテライトスペースへご連絡ください。 

その他 
 
注意事項 

▶ 解答は必ず受験生本人が作成してください。カンニング、剽窃、身代わり受験、その他試験の秩序を乱す行

為等があった場合は、失格や懲戒の対象となります。また、試験問題は著作権法により転載、売買、私的利

用以外での複製等が禁止されています。違反した場合は、懲戒の対象となります。 

▶ 閉所日は問い合わせ等に対応出来ませんのでご容赦願います。 

▶ 大雪・凍結・台風・大雨等による被災、その他不可抗力（大規模な停電等）により、受験に支障が生じた場

合は、学習センター・サテライトスペースにご連絡ください。 

▶ 7 月 16 日（火）～21 日（日）は、下記施設の利用を停止いたします。 

ご迷惑をおかけいたしますが、あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。 

青森学習センター…「視聴学習室・図書室」   八戸サテライトスペース…「視聴学習室」 

結果の発表について 

▶ 8 月下旬にシステムWAKABA および、大学本部から送付される「成績通知書」によって通知します。 

再試験について 

▶ 今学期登録した科目で、単位を修得できなかった場合は、次の学期に在籍している場合に限り（休学中を除

く)、科目登録をしなくても再試験を受験できます（再試験に係る授業料等はかかりません）。今学期で在学

期間が終了する方は、出願期間に次の学期の入学出願を行い、学籍を継続してください（この場合、他に受

講希望科目がなければ、出願時の学費は入学料のみとなります）。 

 

受験に使用予定の端末・ 

環境で、試験期間前に 

Web単位認定試験体験版の 

操作を行ってください。 
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「面接授業（スクーリング）」は、学習センター等で他の学生と一緒に教

員から直接指導を受けます。幅広い学問分野で、授業形態は通常の講義形式

のほか、実験やフィールドワーク等多彩な形態で開講しています。 
 
●１科目1単位で、授業料は 6,000 円です。（放送授業は1科目 2単位）  
●全８回（90 分×7 回＋45 分×1 回）の授業を受講し、成績評価は試験、
レポート等により行われます。  

●全科履修生は、卒業要件として面接授業又はオンライン授業を２０単位以
上修得する必要があります。 

●選科履修生・科目履修生も履修が可能です。 

●全国で約８割の科目が土・日に開講されています。 

 
 

在学生の方は、下記の期間に放送授業・オンライン授業とともに科目登録申請を行ってください。

なお、在学生には７月中旬に「科目登録申請要項」が送付されます。 
 

●「科目登録申請票」による申請期間 …８月１５日(木) ～ ８月３０日(金)私書箱必着 

●シ ス テ ム W A K A B Aによる申請期間 …８月１５日(木)９時 ～ ８月３１日(土)２４時 

 
  
入学学期当初から面接授業の登録申請をする場合は、下記の手続きにて申請できます。 

全科履修生、選科履修生、科目履修生のすべての学生種の方が登録できますが、下記のように入学

の区分により手続き方法が異なります。詳細は「学生募集要項」にてご確認ください。 

◆新規入学の方 

◆再入学の方（過去に在籍または卒業したことがあるが、２０２４年度第１学期に学籍のない方） 

  

 

 

 

  

◆継続入学の方（２０２４年度第１学期に学籍があり、継続して入学される方） 

  

 

 

 

 

 

科目登録決定後に、さらに定員に余裕がある科目については、追加登録を受け付けます。第２学期から、

事前申請は、窓口での申請に加え、Google フォームからウェブ申請でも受け付けいたします。 

詳細は、学習センターのウェブサイトの「お知らせ」からご確認ください。 

 

●空 席 発 表 日…10 月 11 日（金）15 時 

●事前申請期間…10 月 11 日（金）15 時 ～ 10 月 16 日（水）13 時 

●先着申請期間…10 月 17 日（木）15 時 ～ 各科目の受付期限まで 

２０２４年度第２学期 面接授業について 

7 月８日(月) 

までに出願 

８月１日(木) 

までに学費納付 

８月１５日(木)９時 ～ ８月３１日(土)２４時に 

システム WAKABA にて面接授業の科目登録 

※ログインできない場合はお問合せください 

面接授業とは 

在学生の科目登録 

追加登録 

入学学期当初からの科目登録 

抽選後９月 3０日
(月)までに面接授
業の授業料納付 

抽選 

８月１５日(木)９時 ～ ８月３１日(土)２４時までに、システム

WAKABA にて出願 

※面接授業とともに放送授業またはオンライン授業を１科目以上登録 

抽選後 

学費納付 
抽選 
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２０２４年度第２学期 面接授業開設科目一覧 

科目コード
クラス
コード 会　場 定員

青森りんごの歴史と経済 

(成田 拓未 先生)

芸術は人生に必要な夢、魂の救済

(岩井 康賴 先生)

方程式の近似解法と数値積分

(伊藤 成治 先生)

ストレスの心理学

(高橋 恵子 先生)

中国思想の源流

(山田 史生 先生)

心理学実験３

(平岡 恭一 先生)

はじめからのパソコン操作

(一條 健司 先生)

青森の食品機能学

(前多 隼人 先生)

地域包括ケアシステムとACP

(北嶋 結 先生)

光と物質の科学入門

(島田 透 先生)

ジャポニスム―西洋美術への影響担当講師

(石毛 清八 先生)

社会性と対人行動の発達心理学

(山本 雄大 先生)

自然と建築の歴史

(黒坂 貴裕 先生)

是川遺跡の縄文考古学

(小久保 拓也 先生、杉山 陽亮 先生、横山 寛剛 先生)

放射線の起源と産業利用

(佐藤 学 先生)

ドラマとK-POPで学ぶ韓国語

(崔 桓碩 先生)

高齢者の健やかな暮らしを考える

(溝江 弓恵 先生)

専門科目：
社会と産業

2647338

2647370

2647427

2647400

2647443

2647435

Q

10月12日(土)～13日(日)

10月26日(土)～27日(日)

11月19日(土)～10日(日)

11月16日(土)～17日(日)

12月14日(土)～15日(日)

11月30日(土)～12月1日(日)

11月30日(土)～12月1日(日)

導入科目：
人間と文化

専門科目：
自然と環境

専門科目：
心理と教育

導入科目：
人間と文化

専門科目：
心理と教育

基盤科目

専門科目：
生活と福祉

専門科目：
生活と福祉

専門科目：
自然と環境

専門科目：
心理と教育

専門科目：
社会と産業

40

20

30

40

25

30

40

ユートリー
５階視聴覚室

ユートリー
５階視聴覚室

八戸市埋蔵文化財
センター

是川縄文館

ユートリー
５階視聴覚室

八戸工業大学

Q

Q

専門科目：
人間と文化

専門科目：
人間と文化

12月21日(土)～22日(日)

20

20

30

20

20

30

30

10

30

30

科目名（担当講師）

青森
学習センター

青森県観光物産館
アスパム内会議室

青森
学習センター

青森
学習センター

青森
学習センター

青森
学習センター

青森
学習センター

青森
学習センター

青森
学習センター

青森県観光物産館
アスパム内会議室

日　程
（全て1～4時限）

科目区分

ユートリー
５階視聴覚室

ユートリー
５階視聴覚室

2647354

2647303

2647362

2647346

2647311

2647109

2647290

2647320

青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー

ス

K

K

K

K

K

K

K

K

K

K

専門科目：
社会と産業

基盤科目：
外国語

導入科目：
生活と福祉

2647389

2647397

2647419

Q

Q

Q

Q

10月12日(土)～13日(日)

10月19日(土)～20日(日)

10月19日(土)～20日(日)

10月26日(土)～27日(日)

10月26日(土)～27日(日)

11月19日(土)～10日(日)

11月16日(土)～17日(日)

12月17日(土)～18日(日)

12月14日(土)～15日(日)

追加登録事前申請をお申込みされた方に

は、学習センターからキャンパスメール（学生

番号@campus.ouj.ac.jp）へ抽選結果を

お知らせします。キャンパスメールは、放送大学

ウェブサイト（https://www.ouj.ac.jp/）上

部、「＞在学生（WAKABA）」をクリック後、

「キャンパスメール」から、システムWAKABAのロ

グイン ID・パスワードでアクセスしてください。 

キャンパスメール 
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次学期へむけての手続き 
 

次学期も学籍が続く方 

科目登録申請が必要です。7 月中旬に大学本部より送付予定の「科目登録申請要項」を参照のうえ、科目登

録申請を行ってください。申請は、①WEB（システム WAKABA）または ②郵送 のどちらか一つの方法

にて手続きしてください。 
 

申請期間 
※学部生は、放送授業・オンライン授業のほか面接授業の

科目登録もあわせて行ってください。 

※科目登録申請開始の8日前になっても「科目登録申請

要項」等が届かない場合は、大学本部へお問い合わせくだ

さい。 

▶電話：043-276-5111（学生サポートセンター） 

※全科履修生が、科目登録申請および授業料納入を4学

期間（2年間）続けて行わない場合は除籍となります。現在

3学期間にわたって科目登録をしていない方は、この期間

にぜひ科目登録をされることをおすすめします。 

WEB 

８月15日（木）９：00  

〜 

８月31日（土）24：00 

郵送 

８月15日（木） 

    ～ 

８月30日（金） 大学本部必着 

 

９月末で学籍が切れる方 

継続入学出願が必要です。①WEB（システム WAKABA）のメニュー欄「継続入学申請」 または ②郵送 

のどちらか一つの方法にて出願してください。  

※なお、下記（A）～（C）にあたる場合は、出願方法や出願時期にご注意ください。 

※集団入学または共済組合を利用して入学した方および自主退学者には、継続入学関連書類は送付され

ません。 
 

出願期間 （A）入学学期当初より面接授業の科目登録を希望の場合 

必ず８月15日（木）～８月31日（土）（在学生の科目登録期

間）に、システムWAKABA「継続入学申請」にて出願し、放

送授業・オンライン授業とともに、面接授業科目を登録申

請してください。 

※郵送による出願や、上記期間外に出願した場合は、学期

当初からの面接授業科目の登録ができません。 

 

（B）2024年度第1学期に登録した科目の通信指導再提

出・再試験のみを次学期に希望する場合 

 出願票裏面の「科目登録欄」の科目登録欄は空白にし、 

「継続入学生の方へ」の設問欄（桃色）の回答を「はい」とし

て○を記入して出願してください。その場合は、入学料の

み必要となり、授業料は不要です。 

※ただし、2024年度第1学期単位認定試験に合格した 

場合は、出願は無効となります。 

WEB 

6月10日（月） 9：00 

～ 

9月10日（火） 17：00 

 

※WEB出願の場合も 

証明書類は各締切私書箱必着 

郵送 

6月10日（月）     

～ 

9月10日（火） 大学本部必着 

 

※「出願票他提出書類セット」の

出願票使用 

（C）過去に全科履修生として在籍したことのない選科・科目履修生が、全科履修生として 

入学希望の場合 

システムWAKABAから出願、または「学生募集要項」を取り寄せたうえで「出願票他提出

書類セット」の「全科履修生出願票」にて出願してください。 

 

卒業見込みの方 

本部から送付される「2024年度第 1学期末卒業が見込まれる皆さまへ（継続入学手続き等のご案内）」を

ご覧ください。次学期も学籍が続く場合と、今学期で学籍が切れる場合では、手続きが異なります。詳細は

本部から送付されるご案内、または「学生生活の栞」の「継続入学」のページにてご確認ください。 
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14 日 (日) 

 

14 日 (日) 
16 日 (火)  

～18 日 (木)：単位認定試験 

（郵送受験、自宅受験《記述式・併用式》） 

～22 日 (月)：単位認定試験（自宅受験《択一式》） 
～21 日 (日)：単位認定試験（青森SC・八戸SS 受験） 

面接授業 
6～7 日 ：「白神学－白神の動物と植物」（青森） 

：「国際法上の武力行使」（八戸） 
   

 
  

 

11 日 (日) 

15 日 (木) 

26 日 (月)  

30 日 (金) 

31 日 (土) 

～16 日（金）：臨時閉所日 

：第2 学期科目登録申請 開始 

：2025 年度修士全科生・博士全科生出願締切 

：第2 学期科目登録申請 《郵送締切》 

：第2 学期科目登録申請 《システム WAKABA 締切》 

：第2 学期 第１回出願締切 

（教養学部、大学院修士選科・科目生） 
   

 
   

1 日 (日) 

 

10 日 (火) 

 

24 日 (火) 

：第2 学期 第2 回出願受付開始 《～9/10》 

（教養学部、大学院修士選科・科目生） 

：第2 学期 第2 回出願締切 

（教養学部、大学院修士選科・科目生） 

～29 日（日）：図書室・視聴学習室の利用停止 
   

 
 

5 日 (土) 

 

6 日 (日) 

11 日 (金) 

 

17 日 (木)  

 

：第1 学期学位記授与式・第2 学期入学者のつどい（青森） 

大学院入試（一次選考） 

：第1 学期学位記授与式・第2 学期入学者のつどい（八戸） 

：第2 学期面接授業 【15 時】空席発表 

追加登録事前申請受付開始 《～10/16・13 時》 

：第2 学期面接授業 【15 時】追加登録先着申請受付開始 

《～各科目の受付期限まで》 

 

 
 

面接授業 

12～13 日 

 

19～20 日 

 

26～27 日 

：「青森りんごの歴史と経済」（青森） 

：「ジャポニスム―西洋美術への影響」（八戸） 

：「芸術は人生に必要な夢、魂の救済」（青森） 

：「方程式の近似解法と数値積分」（青森） 

：「ストレスの心理学」（青森） 

：「中国思想の源流」（青森） 

：「社会性と対人行動の発達心理学」（八戸） 
 

 

７月 

９月 

１０月 

８月 

新学期準備に伴う利用停止期間 

９月２４日（火）～２９日（日） 

新学期準備のため上記の期間は、図書室・ 

視聴学習室の利用を停止します。ご理解ご協力 

のほど、よろしくお願いいたします。 

臨時閉所 

８月１１日（日）～１６日（金） 

 
上記の期間は臨時閉所いたします。ご迷惑をおか

けいたしますが、よろしくお願いいたします。 

閉所日      面接授業       試験（自宅受験）      試験（青森SC・八戸SS 受験）      利用停止 

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

29 30 31
 

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

2823 24 25 26 27

8

月

9

月

10

月

７

月
22

1918171615 20 21

 



 

 
  

2024 年度第2 学期入学生 募集中 【 出願締切：９/１０(火) 】  

教養学部生、大学院修士選科・科目生大募集！ 

ご友人、ご家族・ご親戚、ご同僚など、皆様の周りに「学び」に

関心のある方がいましたら、この機会にぜひ放送大学をご紹介く

ださい。 

口コミでどんどん学友の輪を広げましょう。もしかしたら、身近な

あの人が 10 月にはともに学ぶ仲間になっているかも…？もちろ

ん、継続入学生も大歓迎です！ 

資料請求、体験学習・入学相談を随時承っております。お気

軽に学習センターまたはサテライトスペースにお問い合わせください。 

 

2025 年度入学 修士全科生・博士全科生 募集中 
  

修士全科生は修士課程を修了して「修士(学術)」の学位取得を目指す学生、博士全科生は博士後期課程を修了して

「博士(学術)」の学位取得を目指す学生です。入学資格を満たす方に対し入学者選考(筆記試験、面接試問)を行った上で

入学を許可します。募集要項を希望の方は、お気軽に学習センターまたはサテライトスペースにお問い合わせください。  
出願期間 ： ８/１５（木）～ ８/２６（月） 

 

住所変更手続きについて  （「学生生活の栞」教養学部版ｐ84 、大学院版ｐ82 、「利用の手引き」p17 参照） 
  
入学後、「現住所」「連絡先」に変更があったときは、速やかにシステム WAKABA「教務情報→変更・異動手続」から申請

するか、「住所等変更届」（「学生生活の栞」巻末様式）を所属学習センターへ提出するとともに、現住所の変更は、「ｅ転

居」にてネット申込をするか、郵便局に「転居届」をご提出ください。   
教養学部 ➡ 所属の学習センター・サテライトスペース 

大学院 ➡ 修士全科生 ➡ 大学本部教務課大学院研究指導係 

大学院 ➡ 修士選科・科目生 ➡ 大学本部学生課入学・履修係 
 

各種証明書の発行について ※「学生生活の栞」または「利用の手引き」にて詳細を必読のうえ申請してください。 

「学生生活の栞」巻末様式の『諸証明書交付願』に所要事項

を記入のうえ、発行手数料(１通につき２００円)を添えてお申

込みください。証明書の種類によっては、発行まで２週間程度を

要する場合があります。 

 

 ①『諸証明書交付願』 ※学部用、大学院用があります 

②発行手数料分の郵便定額小為替証書 ※現金の場合は現金書留をご利用ください 

③返信用封筒（長形３号、切手貼付、宛名明記） 

※種類・通数により重量が異なりますので、切手は 94 円以上をおすすめします 

※１０月１日から郵便料金が変更になります 
 

事務室からのお知らせ 

窓口でのお支払いの際のお願い 
つり銭の用意が無いため、細かい紙幣、小銭をご準備

いただくか、事前に支払額のわかる場合は丁度の金額を

お持ちください。ご協力をお願い申し上げます。 

 

好きな分野を 

好きなだけ 

働きながら 

大学卒業 

したい 
スキルアップ 

に役立てたい 

あなたのまわりに「学びたい人」いませんか？ 
放送大学でともに学ぼう！ 

★郵送での申込方法★ 

①～③を青森学習センター 
へ送付してください。 

青森学習センター      〒036-8561 青森県弘前市文京町3 コラボ弘大7 階 

TEL：0172-38-0500 FAX：0172-38-1299   Ｘ：@aomoricenter 
 

八戸サテライトスペース   〒039-1102 青森県八戸市一番町1-9-22 ユートリー4 階 

TEL：0178-70-1663 FAX：0178-70-1667 
 

青森学習センターあおもり校 〒030-0801  青森県青森市新町1-3-7 青森市民図書館内（アウガ8 階） 

TEL：017-776-2455 FAX：017-776-2400（※視聴・貸出のみ対応） 
 

放送大学ウェブサイト  https://www.ouj.ac.jp/ 青森学習センターウェブサイト https://www. sc.ouj.ac.jp/center/aomori/ 

提
出
先 

通信制大学にとって、郵便は「命綱」
のようなものです。変更があった場
合は必ず届出を行ってください。 


